
Ⅶ 豊かな「都」をつくる

～県内の農・畜産・水産業・林業の振興、農村活性化、
脱炭素エネルギー政策、森林を護る施策を進める～
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Ⅶ 豊かな「都」をつくる ２１ 農業・農地・農村・食と農の振興

（８０） 農地マネジメントの推進・特定農業振興ゾーンの整備

Ｒ４予算案 392,150千円 ［債務負担行為 105,000千円]、Ｒ３・２月補正予算案 24,662千円

① 担い手への農地集積 （82,332千円）
なら担い手・農地サポートセンターによる農地の出し手、受け手のマッチング

② 荒廃農地を再生する担い手への支援 （4,100千円）
荒廃農地の再生利用を進め、農地に適した作物の振興を図る農業者に対し支援

③ 農地を有効利用する農業委員会を支援 （59,167千円）
農業委員会による遊休農地の発生防止、担い手への農地集積等を支援

④ 遊休農地調査効率化に取り組む農業会議を支援 （1,000千円）
「荒廃農地検出システム」を活用した調査をモデル的に実施し、遊休農地調査の
効率化の全県展開に向けた取組を支援

新

○特定農業振興ゾ－ンの農地・農業者に対し、地域で設定した高収益作物
への転換、その他の政策を集中的かつ優先的に推進し、成功事例を創出

○成功事例を他の地域へ波及させ、農地を有効に活用する地域を増やし、
農業の生産性を向上

⑤ 農地集積による規模拡大、基盤整備、土地改良施設の更新
による低コスト化等（225,909千円 Ｒ３・２月補正予算 24,662千円） 【五條市丹原・広陵町百済川向 他】

⑥ 特定農業振興ゾーンによる「新たな食と農」創出の検討（1,000千円）
⑦ 有機農業の取組拡大、化学農薬・肥料を低減した栽培技術の展開、スマート農業等省力化技術の導入および
高収益作物転換への支援 （14,066千円） 【宇陀市伊那佐東部 他】

⑧ 生産から流通までの必要な施設整備を支援 （1,276千円）
⑨ 集落営農組織や新規就農者などの多様な担い手の確保・育成を支援（3,300千円）

【川西町下永東城、広陵町寺戸・百済川向 他】

１．農地マネジメントの取組 （146,599千円）

２．特定農業振興ゾーンの整備 （245,551千円）

(1) 特定農業振興ゾーンの設定目的

(2) 主な取組

マッチング前

マッチング後

【マッチング事例】

＜問い合わせ先＞
食と農の振興部 農業水産振興課 ⑦⑧平主幹（内線３８４１）、⑦井上課長補佐（内線３８４３）

担い手・農地マネジメント課 ①～⑥、⑨藤井課長補佐（内線４０２１）
農村振興課 ⑤藤田課長補佐（内線３９１１）

新

新

96



Ⅶ 豊かな「都」をつくる ２１ 農業・農地・農村・食と農の振興

（８１） 中央卸売市場の再整備

フードホール（イメージ）

〇奈良県中央卸売市場に民間活力を積極的に導入するため、民間事業者から卸売機能（ＢｔｏＢ）と
賑わい創出機能（ＢｔｏＣ）を一体的に再整備するアイデアを募集

〇提案を元に公募内容を確定し、卸売機能（ＢｔｏＢ）と賑わい創出機能（ＢｔｏＣ）を一体的に整備する
事業者公募に着手

Ｒ４予算案 1,263,000千円

多目的ホール（イメージ） 中央卸売市場再整備後レイアウト（イメージ）

(1)令和４年度の取組

(2)スケジュール

令和３年度 「奈良県中央卸売市場再整備の基本方針」策定
令和４年度 市場エリア・賑わいエリアの一体的再整備アイデア募集、事業者募集準備
令和５年度 事業者募集・契約締結
令和５年度末～ 設計・工事
令和７年度 市場エリア開業（予定）

賑わいエリア一部開業（予定）
令和１０年度 全面開業（予定）

① 卸売機能（BtoB）、賑わい創出機能（BtoC）の再整備アイデア募集・整備事業者募集準備等 （214,667千円）
② 駐車場用地等の買収等 （1,031,450千円）
③ 敷地測量、アスベスト調査 （16,883千円）

＜問い合わせ先＞
食と農の振興部 中央卸売市場再整備推進室 寺尾室長補佐 （０７４３－５６－７１５５）
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Ｒ４予算案 285,959千円

○ なら食と農の魅力創造国際大学校（NAFIC）とオーベルジュの機能や立地を活かし、NAFICを
核とした賑わいづくりを推進

○ 新たにセミナーハウスを設置し、「食」と「農」の魅力発信により、地域の農産物の活用促進、
国内外からの交流人口の増加を図り、中山間地域を活性化

Ⅶ 豊かな「都」をつくる ２１ 農業・農地・農村・食と農の振興

（８２） NAFIC教育の充実と周辺の整備

平成30年度 造成工事
令和元年度 外構設計
令和２～３年度 建築工事
令和３～４年度 外構工事、

施設の利便性向上の検討
令和４年９月 供用開始(予定)〔指定管理〕

令和元～２年度 民間事業者の検討・誘致活動
令和３年度 民間事業者へのヒアリング
令和４年度 誘致活動等
令和５年度以降 基本計画の作成

民間事業者公募 等

セミナーハウスイメージ 賑わいづくり位置関係図

①ＮＡＦＩＣ附属セミナーハウスの整備及び
運営 （285,019千円）

②眺望の良いセミナーハウスの上段部への集客
施設整備に向けた民間事業者の誘致

（940千円）

＜問い合わせ先＞
食と農の振興部 豊かな食と農の振興課 ①福永課長補佐（内線３８１８）、②吉田参事（内線３８１１）
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⑤ やさしおベジ増しプロジェクトの推進 (1,943千円)

⑥ 学校給食における

地産地消の促進 (464千円)

⑦ こども食堂の拡充 (16,650千円)

Ⅶ 豊かな「都」をつくる ２１ 農業・農地・農村・食と農の振興

(８３) 奈良県豊かな食と農の振興条例の推進

「奈良県豊かな食と農の振興計画」に基づき『食』と『農』の一体的な振興を図る

① NAFICとBCCの協定締結・交流実施

(7,770千円)

② 県産食材を活用した飲食店等
への誘客促進 （8,000千円）

③ 食をテーマにしたイベント
の開催 （8,000千円）

④ ガストロノミーツーリズムの推進 （245,574千円)

Ｒ４予算案 706,371千円、Ｒ３・２月補正予算案 7,280千円

⑧ 奈良県農畜水産物ブランド認証制度の実施
(1,614千円)

⑨ 魅力的な農産加工品の掘り起こしと改良
(2,300千円)

⑩ 県産農産物等の輸出促進 (76,398千円)
⑪ 首都圏における県産農産物等の販路拡大

（5,216千円）

⑫ リーディング品目・チャレンジ品目の生産振興

(22,536千円)

⑬ 農地マネジメントの推進

(274,715千円、R3・2月補正7,280千円)

⑭ みつえ高原牧場畜産団地の整備 （11,370千円）

⑮ 農業研究開発センターにおける研究開発

(23,821千円)

『食』と『農』の一体的な振興に向けたR4年度の主要な取組

(1)奈良の食の魅力づくり (2)食を通じた健康増進と子どもの健全育成

(3)戦略的な販売の推進
(4)生産振興

食イベント「シェフェスタ」の開催

こども食堂

東京・まほろば館での
テストマーケティング

リーディング品目（左：柿、右：小菊）

＜問い合わせ先＞
食と農の振興部 ①⑥⑨➉⑪豊かな食と農の振興課 福永課長補佐（内線３８１８）、②③④吉田参事（内線３８１１）

⑧⑫⑮農業水産振興課 平主幹（内線３８４１）、⑫⑭畜産課 朝倉主幹（内線３８８１）
⑬担い手・農地マネジメント課 藤井課長補佐（内線４０２１）

医療政策局 ⑤健康推進課 西村課長補佐（内線３１３４）
こども・女性局 ⑦こども家庭課 中川課長補佐（内線２８７１）
観光局 ④MICE推進室 田中室長補佐（内線２５９５）

新
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Ｒ４予算案 21,275千円

Ⅶ 豊かな「都」をつくる ２１ 農業・農地・農村・食と農の振興

（８４） 食品ロス削減への対応

消費者、事業者等に対する啓発や、食品関連企業等で発生する未利用食品の有効活用により、
食品ロスの削減を推進
消費者、事業者等に対する啓発や、食品関連企業等で発生する未利用食品の有効活用により、
食品ロスの削減を推進

①食品ロス削減推進月間にあわせて、
食品ロス削減推進フォーラムを開催
啓発リーフレットの作成・配布

③産業廃棄物の排出抑制・減量化に取り組む排出事業
者が抱える課題等に対し、環境カウンセラーを派遣

②消費者、事業者、市町村がそれぞれの立場で参考と
なる情報を得られるポータルサイトを構築

啓発リーフレット
「食品ロスを減らしましょう」

食品ロス削減推進
フォーラム

④農産物等のロスを削減するため、
生産者とこども食堂をマッチング

⑤民間協力企業の掘り起こし・マッチング
未利用食品の安定供給支援

⑥こども食堂等へのフードバンク活動を行うNPO
法人等に、食品の配送等にかかる経費を補助

１．「奈良県食品ロス削減推進計画」に基づく食品ロス削減の取組

２．食品ロス削減とこども食堂等の安定運営のための体制構築

(1) 食品ロス削減の推進 （332千円）

(2) 新 食品ロスポータルサイトの構築 （1,254千円） (3) 産業廃棄物の排出抑制 （839千円）

こども食堂

(1) 新農産物等のロス削減 （1,000千円） (2) こども食堂コーディネーターによる支援 （3,500千円）

(3) 未利用食品の活用促進 （1,200千円）

⑦こども食堂交流会への支援
小規模お試しこども食堂に支援

(4) こども食堂等による地域づくりの推進 （950千円）

⑧県産農産物等を使用する調理や、遊びを通じた子どものはぐくみ活動を支援
⑨安心・安全なこども食堂の開設・運営を支援

(5) 新 「こども食堂」奈良っこはぐくみキャンペーン事業
新 こども食堂認証制度の創設 （12,200千円）

＜問い合わせ先＞
食と農の振興部 ①②④⑥豊かな食と農の振興課 福永課長補佐（内線３８１８）
水循環・森林・景観環境部 ③廃棄物対策課 田原課長補佐（内線３３８１）
こども・女性局 ⑤⑦⑧⑨こども家庭課 中川課長補佐（内線２８７１） 100



① 大和畜産ブランド
の流通の推進
（1,300千円）

大和畜産ブランドの認
知度を向上させる商談
会や県民向けイベント、
ブランドＰＲ経費等に
対し支援

Ⅶ 豊かな「都」をつくる ２２ 畜産・水産業振興

（８５） 食肉公社の適切な運営と大和畜産ブランド力の向上

Ｒ４予算案 357,772千円

奈良県食肉センター

③ 奈良県食肉公社の運営への補助（348,183千円）

・奈良県食肉センターの施設管理に対する補助

・と畜業務等の運営費に対する補助

大和畜産ブランドの上質化と流通を推進することで、奈良県の畜産を振興

食肉センターの施設管理とと畜事業を適切に運営することで、安全安心な食肉を供給

１．食肉畜産業の振興

２．食肉公社の運営

② 大和畜産ブランドの上質化の推進

品質の向上した次世代大和
肉鶏の供給体制の確立に向
けた育成試験を実施
（2,089千円）

大和牛の上質化と生産支援
によるブランド力の強化を
図るため、優良血統子牛の
購入に対し支援
（6,200千円）

次世代大和肉鶏

奈良県プレミアム

セレクト大和牛

＜問い合わせ先＞
食と農の振興部 畜産課 ①②朝倉主幹（内線３８８１）、③須原課長補佐（内線３８８２） 101



Ⅶ 豊かな「都」をつくる ２２ 畜産・水産業振興

（８６） みつえ高原牧場の整備

Ｒ４予算案 11,370千円

みつえ高原牧場の一部を活用して畜産団地を整備し、畜産農家を誘致することにより、
肉用牛（大和牛）・乳用牛の生産拠点とし、東部地域の振興と畜産振興を図る

○ 令和４年度 畜産団地用地の地形測量 （11,370千円）

事業内容・スケジュール

＜問い合わせ先＞
食と農の振興部 畜産課 朝倉主幹（内線３８８１）
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Ｒ４予算案 5,979千円

Ⅶ 豊かな「都」をつくる ２２ 畜産・水産業振興

（８７） 内水産業の振興

【高級品種の生産技術の習得に係る実習】

金魚の選別作業

高級品種

琉金 朱文金

ランチュウ

養殖魚の生産・販売促進、健康なアユ等の増殖、釣り人へのサービス提供及び外来生物による食害防
止等の取組により、本県水産業を維持・発展

(1)養殖業振興 （334千円）

○ 観賞魚養殖における高級品種の生産・
販売を支援

(2)漁業振興 （5,645千円）

① 新 天然アユの安定供給体制の構築を図るた
め、天然アユの釣り人（鮎漁師）からの買取り販
売をモデル的に実施

天然アユ
鮎漁師

漁

協

料
理
店

鮎漁師

鮎漁師

② 健康なアユ等の養成・放流及びアマゴの
資源増殖のための取組に補助

③ 外来生物の行動生態等調査及び効果的な防
除方法を開発・普及

④ 食害軽減のため、カワウ
の捕獲に対し補助

カワウ
東錦
あずまにしき

＜問い合わせ先＞
食と農の振興部 農業水産振興課 岡村課長補佐（内線３８４４）

りゅうきん しゅぶんきん
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Ⅶ 豊かな「都」をつくる ２３ 脱炭素時代のエネルギー政策

(８８) 脱炭素時代の奈良県エネルギー政策

Ｒ４予算案 1,387,938千円、Ｒ３・２月補正予算案 223,502千円

１．脱炭素エネルギー政策

適正な人工林の計画的整備
（602,694千円、Ｒ３・２月補正予算案95,120千円 ）

⑳ 奈良県フォレスター配置検討、インターンシップの実施、
奈良県フォレスターアカデミー実習用機械整備 等

(2) 混交林への誘導整備（261,501千円）

(3) 人材育成・確保（177,291千円）

⑲ 施業放置林を防災機能の高い森林に誘導 等

⑱ 森林整備の計画促進、生産基盤強化、木材搬出の促進

エネルギーをかしこく使う（27,399千円）

① 県民への省エネ啓発活動の実施等

② エネルギー教室の開催など理解促進、啓発

③ 住宅への太陽熱利用や蓄電池などの導入補助

④ 事業所等への省エネ設備の導入補助

⑤ 廃棄物を用いたエネルギー効率利用の推進

⑥ 公的部門における省エネ設備の率先導入

⑦ 市町村や県内事業所へ脱炭素社会構築

アドバイザーを派遣

⑨ 木質バイオマス発電や熱利用を促進するための検討会

⑩ 木質バイオマス施設の導入補助

⑪ 地域の再エネを活用したコミュニティの活性化

につながる取組（設備導入等）を支援

⑫ 燃料電池自動車（FCV）試乗会や水素ステーションを

活用した普及啓発・広報

⑬ 水素発電の導入検討

水素科学教室の実施

⑭ 公的部門におけるEV等の低公害車の率先導入

⑮ FCV試乗会や水素ステーションを活用した普及啓発

⑯ 再生可能エネルギー等の公的部門への率先導入可能性調査

⑰ 環境に配慮した電力調達

公的部門における再生可能エネルギーの率先導入
（11,000千円）

次世代自動車の普及促進（337千円）

水素利用を促進する（663千円）

シュタットベルケの検討（2,206千円）

バイオマスの利用を促進する（73,446千円）

○ 脱炭素社会構築に向けたアクションプランの策定（脱炭素によるCO2排出減と森林環境管理によるCO2吸収増）（６６７千円）

薪ボイラーの導入

蓄電池の利用

林業機械を活用した効率的な木材搬出

２．CO2吸収源の整備のための森林環境管理政策

新

⑧ 奈良県版シュタットベルケの検討
（早稲田大学との連携事業）

新

(4)県産材の需要拡大（230,734千円）

㉑ 建築物の木造・木質化推進や技術者の育成

＜問い合わせ先＞
水循環・森林・景観環境部

①～⑧、⑪～⑰ 環境政策課 髙木主幹（内線３３９１）
⑨⑩、㉑ 奈良の木ブランド課 豊田主幹（内線３９５０）
⑱⑳ 森林資源生産課 福岡課長補佐（内線３９７１）
⑱～⑳ 森と人の共生推進課 阪本課長補佐（内線３９４１）

西課長補佐（内線３９４２） 104



Ⅶ 豊かな「都」をつくる ２４ 森林環境管理・林業振興

（８９） 新たな森林環境管理制度・奈良県フォレスター制度の確立

Ｒ４予算案 438,792千円

① 先行モデルとなる市町村を選定し、具体的な恒続林化施業計画の策定を推進
② 施業放置林を混交林（恒続林・自然林）に誘導するための技術指針を作成
③ 施業が放置された人工林を針葉樹と広葉樹が混交した防災力の高い混交林に誘導整備
④ 人工林を恒続林へ誘導する技術について実証試験
（スイス人フォレスターが設定した恒続林施業試験地において追跡調査を実施）

⑤ 恒続林化の大きな阻害要因であるニホンジカの食害に対し、費用対効果の高い防除法を実証調査

⑥ フォレスターアカデミーにおいて地域における森林環境管理を総合的にマネジメントできる人材を養成

⑦ スイスの森林環境管理を現地で実習
⑧ スイス式集材作業システム技術の習得
⑨ 奈良県フォレスターの市町村配置（R5～）に向け、
配置基準や経費負担のあり方を検討

【スケジュール】

恒続林化

奈良県
フォレスター

R7

15人配置（累計）

R6

10人配置（累計）－ － 6人配置

市町村
連携

R5内容 R3 R４

市町村との実務調整

事務委託に
向けた協議

総務省
届出

県・市町村
議会議決

備品等準備
フォレスター
配置（１期生）

市町村との実務調整

事務委託に
向けた協議

総務省
届出

県・市町村
議会議決

備品等準備
フォレスター
配置（２期生）

市町村との実務調整

事務委託に
向けた協議

総務省
届出

県・市町村
議会議決

備品等準備
フォレスター
配置（３期生）

モデル林整備 追跡調査・保育作業

技術指針作成 技術指針更新 技術指針作成

(1) 恒続林化の促進（261,501千円）

(2) 奈良県フォレスターの配置・フォレスターアカデミーの運営（177,291千円）

フォレスターアカデミーの実習・講義

＜問い合わせ先＞
水循環・森林・景観環境部
①、③、⑥～⑨ 森と人の共生推進課西課長補佐（内線３９４２）
②、④、⑤ 森と人の共生推進課阪本課長補佐（内線３９４１） 105



Ｒ４予算案 960,804千円、Ｒ３・２月補正予算案 327,872千円

Ⅶ 豊かな「都」をつくる ２４ 森林環境管理・林業振興

（９０） 奈良県産材の安定供給及び利用の促進、奈良の木ブランド戦略

○ 木材加工流通施設整備への補助、県産材の流通効率化や高付加価値化を検討 等

④ 県産材の加工・流通の促進（3,570千円、Ｒ３・２月補正予算案95,120千円）

○ ポータルサイト等による奈良の木の情報発信、「木づかい運動」・木育の推進
○ 首都圏の建築関係者等へのセールスやＰＲイベント、海外へのプロモーション

② 奈良の木ブランド戦略の推進（31,185千円）

○ 林業就業者の確保・育成、林業事業体の経営基盤強化、育林技術継承のための試験研究

○ 森林経営計画等に基づいた計画的な森林施業を行う森林所有者等への支援

○ 集約化による効率的な木材生産を目的とした、森林組合等による林業機械の導入、

間伐の実施、伐採木の搬出等を支援

①新たな森林環境管理体制の構築・推進、持続的な森林づくり（621,481千円、Ｒ３・２月補正予算案232,752千円）

○ 公共建築物の木造・木質化整備への補助、木材加工技術の研究 等
○ 地域内エコシステムの推進、木質バイオマス利用施設整備への補助
○ 木造建築に携わる技術者の育成、「奈良の木大学」の開講

③ 県産材の需要拡大（304,568千円）

＜問い合わせ先＞
水循環・森林・景観環境部
①森と人の共生推進課阪本課長補佐（内線３９４１） ・ 森林資源生産課福岡課長補佐（内線３９７１）
②～④奈良の木ブランド課 川畑課長補佐（内線３９６１）

展示会での奈良の木ＰＲ

県産材の搬出 公共建築物の木造・木質化木材加工流通施設整備
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